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1. 目的

　　　TTLを用いた論理回路の設計法をマスターする。

2. 概要

　　　1ビットの大小比較回路は、その名の通り１ビットの２つの入力を比較し、その結果を出力するものである。

　　　
3. 1ビットの大小比較回路の設計

3.1原理

　　1ビットの大小比較回路は入力端子としてＡとＢを持っており、出力はＡとＢの大小比較を行なった結果を出力するＹ1，Ｙ2，Ｙ3がある。

　　入力端子Ａ，Ｂが両方共に0の時は、出力Ｙ2，Ｙ3は0となり、Ｙ1は1となる。Ａ，Ｂが両方共に1の場合も同様に出力Ｙ2，Ｙ3は0となり、Ｙ1は1となる。Ａが1、Ｂが0の場合、出力Ｙ1，Ｙ3は0となり、Ｙ2は1となる。Ａが0、Ｂが1の場合、出力Ｙ1，Ｙ2は0となり、Ｙ3は1となる。

3.2真理値表

	入力
	出力

	A
	B
	Ｙ1
	Ｙ2
	Ｙ3

	0
	0
	1
	0
	0

	1
	0
	0
	1
	0

	0
	1
	0
	0
	1

	1
	1
	1
	0
	0


3.3論理式


Ａ＝Ｂ，　Ｙ1＝ Ａ・Ｂ＋EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(＿),Ａ)・EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(＿),Ｂ)

Ａ＞Ｂ，　Ｙ2 ＝ Ａ・EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(＿),Ｂ)

Ａ＜Ｂ，　Ｙ3 ＝ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(＿),Ａ)・Ｂ

3.4回路図

4. 回路製作

4.1部品表

	　品名
	　　形式・定格
	　品数

	　　IC
	　　7400（NAND）
	　　2

	　　IC
	　　7404（NOＴ）
	　　１

	　抵抗
	　　　740Ω
	　　3

	　LED
	
	　　3


4.2配線図

　　4.3作成風景

　　

5. 実験

5.1使用機器

	機器名
	形式
	製造番号
	製造会社

	直流安定化電源
	524B
	480089
	

	デジタルマルチメータ
	
	930943
	IWATSU


5.2実験結果

    　　　　　　　　　　　表5.1　実験結果

5.3写真

6. 考察

　　今回の作成・実験では回路作成時にＬＥＤの向きが反対になるという初歩的なミスとスイッチ部分にディップスイッチを使ってしまうという回路の性質をきちんと踏んだ上での部品選びというものができなかったというミスの２つが起こった。どちらも、少し気を付ければ起こることの無いミスなので、これからは気を付けていきたいと思います。
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